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令和６年１２月２３日 発行 

 

無限と変化と選択 

校長 針生 智之   

 以前、高校で数学を教えていた頃に、生徒たちと「ちょっとだけ」ってどのくらいなんだろ

うと話をしたことがありました。「１よりちょっとだけ小さい数は？」などと問い掛けると、

大体の生徒は「０．９９９９９・・・・で９が無限に続く数字」などと答えるのですが、それ

が実は「１」とイコールであることを教えると、とても驚かれます（分からない方は１／３を

思い出してみると分かりやすいと思います。１／３＝０．３３３３３・・・ですが、両辺を３

倍してみるとあら不思議）。なぜこんなことを思い出したかといえば、この原稿を書くに当た

り、昨年度まで本校に赴任しておられた前校長先生の原稿を読み返したときに、「子供たちに

無限の可能性を感じる」との一文を見付けたことからでした。数学の世界の無限はしっかり

学ぼうと思うとなかなか骨の折れる内容ですが、子供たちを取り巻く世界の無限であったり、

子供たち自身にとっての無限であったり、素直にとても素晴らしいと感じられる言葉の一つ

であると感じます。 

 私たち教職員と子供たちが共に学ぶ学校を取り巻く環境は、かつてない速さで変化を始め

ています。このことは、ＡＩなどの新しい技術の台頭により Society5.0と呼ばれる一人一人

が多様な幸せを実現できる社会が身近に迫ったこと、その時代を生き抜く子供たちに必要と

なる資質能力を、いかにして学校で身に付けさせるかに向けての試行錯誤なのだと思います。

子供たちが生きる未来の世界は、現代を生きる私たち大人にとっては想像もできない、無限

の可能性を秘めた世界であることは間違いありません。逆に言うと、「無限の可能性がある」

ということは、「様々な変化が起こる」ということとイコールであり、子供たちにはその変化

の激しい時代において、「自分にとっての正解を選択していく力を身に付けること」が、「子

供たちの持つ無限の可能性の中で多様な幸せを実現する」こととイコールなのではないかと

思っております。学校も、時代の変化を感じ取り、変化を恐れず選択すべき方向性を見極めな

がら、子供たちの無限の可能性に応えられる環境を提供し続けなければと考えております。 

 保護者の皆様方には、本校の学校運営に対し、変わらぬ御理解、御協力をいただいておりま

すことに改めて感謝申し上げます。無限の可能性を秘めた子供たちに対し、将来を主体的に

選択できる力を身に付けさせるためのサポートを、これからも教職員一同精一杯取り組んで

参りたいと考えております。それでは皆様、良いお年をお迎えください。 

目指す児童生徒像 

○ すすんで学び、考える子ども 

○ みんなとなかよくする子ども 

○ 明るく元気な子ども 

○ 自分のことは自分でする子ども 



                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和７年１月の予定】 
８日（水） 冬休み明け全体朝会 

１０日（金） 中ー新春激励会 

１４日（火） さざんか朝会 

１５日（水） １１：３０下校（高等部入学者選考準備のため） 

１６日（木） 高等部入学者選考日（休業日） 

２０日（月） 高等部入学者選考追検日（休業日） 

※高等部入学者選考追検日に受検者がいない場合は 

授業日となり、１１：３０下校といたします。 

２３日（木） 高等部入学者選考合格発表 午後３時 

２４日（金） 給食感謝の会         

※１月２１日（火）から１月３１日（金）まで、高等部３学年進路個別移行支援会議が 

あります。 

 

【小学部】 ～カラオケをしよう（生活単元学習）～ 

１２月１７日（火）、カラオケをしました。歌いた

い楽曲を選び、一人一人ステージに上がって歌

いました。「パプリカ」、「かえるのうた」、「バナナ

くんたいそう」、「おやつをたべよう」などの曲を

ダンスも交えて歌う児童もおり、みんなで盛り上

がりながら、 

楽しく学 

習できま 

した。 

 

【中学部】 ～総合的な学習の時間～ 

 これまで学んできた防災について、まとめの学

習を行いました。折り畳みのヘルメットをかぶり、

机の下に避難する練習を行った後、今後の防災

の学習で必要だと思ったことやもっと知りたいと

思ったことを発表しました。 


